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協議会で視察内容報告・意見交換協議会で視察内容報告・意見交換

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

期
　
間
　
　
令
和
５
年
７
月
25
日
〜
27
日

視
察
先
　
　
①
岡
山
県
玉
野
市

　
　
　
　
　
②
岡
山
県
総
社
市

　
　
　
　
　
③
兵
庫
県
神
戸
市
し
あ
わ
せ
の
村

①
岡
山
県
玉
野
市「
地
域
公
共
交
通

事
業
」

　
利
用
者
減
少
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
「
シ
ー
バ
ス
」
を
見
直
し
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
「
シ
ー
タ
ク
」
導
入

で
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

再
構
築
、
地
域
公
共
交
通
優
良
団
体

国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
。
「
シ
ー

バ
ス
」
は
「
循
環
型
・
中
型
バ
ス
運

行
」
か
ら
「
エ
リ
ア
・
車
両
サ
イ
ズ

変
更
運
行
」
で
、
採
算
性
を
工
夫
し

乗
降
デ
ー
タ
取
得
は
大
学
と
も
連
携
。

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
事
業
者
と
頻
繁
に

意
見
交
換
・
情
報
収
集
を
行
い
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
と
傾
向
を
掴
み
、
事
業

に
反
映
し
て
い
た
。
運
行
工
夫
と
ニ

ー
ズ
を
つ
か
む
努
力
は
学
ば
さ
れ
た
。

②
岡
山
県
総
社
市
「
障
が
い
者
千
五

百
人
雇
用
」

　
誘
致
し
て
い
た
県
立
支
援
学
校
が

倉
敷
市
に
建
設
さ
れ
た
た
め
、
「
支

援
学
校
卒
業
後
の
、
働
く
場
所
は
総

社
市
が
担
う
」
と
い
う
考
え
に
立
ち
、

当
時
一
般
的
な
就
労
年
齢
の
「
18
歳

以
上
65
歳
未
満
」
の
障
が
い
者
千
人

の
雇
用
を
目
指
し
、
関
係
団
体
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
市
内
企
業
で
構
成
す

る
「
委
員
会
」
の
設
置
、「
障
が
い
者

千
人
雇
用
推
進
条
例
」
を
施
行
。

　
「
商
工
会
議
所
と
の
協
定
締
結
」

や
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
協
働
で
就

労
支
援
ル
ー
ム
の
設
立
」
を
経
て
、

平
成
29
年
に
障
が
い
者
就
労
千
人
を

達
成
。
新
た
に
「
総
社
市
障
が
い
者

千
五
百
人
雇
用
推
進
条
例
」
を
施
行

し
、
更
な
る
雇
用
促
進
と
就
労
の
安

定
化
を
推
進
。
総
社
市
長
の
障
が
い

者
雇
用
に
関
す
る
熱
い
思
い
と
、
担

当
部
署
職
員
の
「
総
社
市
で
は
障
が

い
者
本
人
と
家
族
の
社
会
的
存
在
意

義
を
創
出
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
的
だ
っ
た
。
総
社
市
長
か
ら
、

「
今
後
、
山
鹿
市
と
も
何
ら
か
の
形

で
連
携
し
て
い
き
た
い
」
と
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
さ
っ
そ
く
9
月
議
会

協
議
会
で
報
告
し
、
執
行
部
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

③
兵
庫
県
神
戸
市
し
あ
わ
せ
の
村

「
高
齢
者
福
祉
及
び
障
が
い
者
福
祉
」

　
市
有
地
2
0
5
㌶
に
温
泉
健
康
セ

ン
タ
ー・
病
院・高
齢
者
向
け
施
設
・

障
が
い
者
支
援
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
め

る
総
合
福
祉
ゾ
ー
ン
。
整
備
・
管

理
・
運
営
は
神
戸
市
の
外
郭
団
体
・

各
事
業
主
と
共
同
事
業
体
方
式
で
行

わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
市
長
が
昭
和

30
年
北
欧
視
察
の
際
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
に
衝
撃
を
受
け
、
「
高
齢
者
・
障

が
い
者
福
祉×

そ
れ
を
支
え
る
人
の

活
動
」
に
着
目
し
た
こ
と
が
開
村
の

き
っ
か
け
。
村
内
は
平
日
に
も
関
わ

ら
ず
多
く
の
市
民
が
集
い
、
遊
び
、

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
施
設
で
、
「
福

祉
の
充
実
こ
そ
が
幸
せ
の
原
点
」
と

い
う
考
え
方
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。しあわせの村

総社市

玉野市
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歳出（内訳）決算額の推移

36,107

30,606 31,481

R２ R３ R４
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（単位：百万円）

ふるさと応援事業

3億8107万円3億8107万円
寄附件数　14,611件
寄附金額2億4866万円
（前年比約2.4倍）

家庭系ごみ 9,317t
事業系ごみ 4,919t
1人1日排出量 799g

　　　農林水産施設 161件
　　　　　　5億4,570万円
　　　公共土木施設 167件
　　　　　　4億6,204万円
その他の施設 1件　88万円

　　　農林水産施設 161件
　　　　　　5億4,570万円
　　　公共土木施設 167件
　　　　　　4億6,204万円
その他の施設 1件　88万円

ご み 処 理 費

3億6094万円3億6094万円
災  害  復  旧  費

10億862万円10億862万円

議会が

した事業
注目注目

災害復旧費

普通建設事業費

そ　の　他

繰　出　金

補 助 費 等

公　債　費

物　件　費

扶　助　費

人　件　費

令和4年度一般会計
歳出総額314億8058万円を決算認定

寄附件数　14,611件
寄附金額2億4866万円
（前年比約2.4倍）
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●
令
和
５
年
９
月
７
日(

木)
　
全
体
会
　
１
回
目

　
執
行
部
か
ら
議
案
の
詳
細
説
明
及
び

　
総
務
文
教
・
市
民
福
祉
・
建
設
経
済

　
分
科
会
へ
、
議
案
の
中
で
所
管
と
な

　
る
部
分
の
分
担
を
行
っ
た
。

●
令
和
５
年
９
月
11
日(
月)
〜

　
９
月
13
日(

水)

　
分
科
会

　
各
分
科
会
に
お
い
て
、
審
査
を
行
っ

　
た
。

●
令
和
５
年
９
月
15
日(

金)

　
全
体
会
　
２
回
目

　
分
科
会
長
の
審
査
内
容
報
告
の
後
に
、

　
分
科
会
長
へ
の
質
疑
、
討
論
、
表
決

　
を
行
っ
た
。

　
表
決
後
、
議
案
等
へ
、
付
す
べ
き
意

　
見
に
つ
い
て
、
委
員
間
で
討
議
を
行

　
い
、
３
点
の
意
見
を
選
定
し
た
。

　
　
　
　
　
（
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

今
年
度
の
灯
籠
ま
つ
り
の
経
済
効

果
は
３
億
円

問
　
昨
年
度
中
止
と
な
っ
た
灯
籠
ま

つ
り
に
関
連
し
て
、
今
年
の
ま
つ
り

へ
の
取
組
と
経
済
効
果
は

答
　
4
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
っ
た
た

め
、
例
年
よ
り
一
か
月
程
度
早
く
準

備
に
着
手
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

来
場
者
は
２
日
間
で
13
万
人
、
経
済

効
果
を
３
億
円
と
試
算
し
た
。

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
に

問
　
乗
務
員
不
足
が
深
刻
な
中
で
今
後

の
見
通
し
。
10
月
か
ら
の
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
の
拡
大
に
伴
う
制
度
周
知
は
。

料
金
値
上
げ
の
理
由
は

答
　
バ
ス
は
他
営
業
所
の
応
援
も
あ
る

が
、
タ
ク
シ
ー
を
含
め
全
国
的
に
乗
務

員
不
足
で
、
事
業
者
の
動
き
も
注
視
し

な
が
ら
確
保
策
を
検
討
す
る
。
70
歳
以

上
の
距
離
要
件
緩
和
も
含
め
、
住
民
説

明
会
な
ど
で
周
知
す
る
。
制
度
導
入
以

来
、
初
の
料
金
改
定
で
、
地
域
公
共
交

通
網
計
画

の
目
標
値

や
物
価
高

騰
、
バ
ス

・
タ
ク
シ

ー
の
値
上

げ
な
ど
を

考
慮
し
た
。

委
員
長
　
北
原
　
昭
三

副
委
員
長
　
永
田
　
壮
拡

委
　
　
員
　
議
長
を
除
く
全
議
員

審
査
日
程

委員会報告

建
設
経
済
分
科
会

市
民
福
祉
分
科
会
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教
師
用
教
材
費
6
5
0
0
万
円

問
　小
学
校
教
科
書
改
訂
に
伴
い
、

教
師
用
教
科
書
購
入
費
6
5
0
0
万

円
に
つ
い
て
今
年
度
と
来
年
度
で
変

わ
る
部
分
は
あ
る
の
か

答
　教
科
用
図
書
選
定
委
員
会
を
開

催
し
、
専
門
的
な
知
見
か
ら
審
議
を

行
い
、
13
教
科
中
書
写
と
英
語
の
発

行
者
が
変
更
に
な
る
。

予算決算

予算決算委員会からの意見・要望予算決算委員会からの意見・要望予算決算委員会からの意見・要望
・放課後児童クラブについて、児童が安心して過ごせる施
　設の確保や運営をしていただくように、子育て支援法第
　59条に基づき対応してもらいたい。

　　　　　　　　　　　　・民有林内の林道等の草刈りを含めた維持管理が後継
　　　　　　　　　　　　　者・労働者不足でできていない箇所が多くなってい
　　　　　　　　　　　　　るので有効な対策を講じていただきたい。

・決算において、執行率が低い事業については、原因を調査
　分析し、今後の事業取り組みに生かしてもらうとともに、
　事業の進捗状況を見極め補正予算にて減額するなど適
　正な処置を取っていただきたい。

総
務
文
教
分
科
会
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令
和
5
年
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
市
道
麻
生
市
木
線
と
下
組
地
区
農
道
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
執
行
部
よ
り
、
本
年
秋
以
降
の
発
注
を
目
指
す
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
診
療
は
も
と
よ
り
「
が
ん
診

療
」、「
高
齢
者
医
療
」、「
予
防
医
療
」
を
3
本
の
柱
と
し
て
、
中
核
的

医
療
機
関
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
修
学
資
金
制
度
を
利
用
し
た
小
児
科
医
師
が
来
年
４
月
に
着
任

予
定
で
す
。
市
民
公
開
講
座
な
ど
で
医
療
や
健
康
の
情
報
発
信
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

9/12
開催 市
民
福
祉
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

9/11
開催 建
設
経
済
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
小
川
　榮
二
　〇
隈
部
　賢
治

　北
原
　昭
三
　
　松
見
　真
一
　
　豊
田
新
二
郎
　
　関
口
　和
良

◎
勢
田
　昭
一
　〇
金
光
　一
誠

　芋
生
よ
し
や
　
　山
下
　誠
治
　
　深
牧
　大
助
　
　永
田
　壮
拡

市
道
・
農
道
の
災
害
復
旧
を
‼

地
域
中
核
的
医
療
機
関
の
役
割

【
そ
の
他
の
審
議
事
項
】

　
●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
●
水
道
事
業
会
計

　
●
下
水
道
事
業
会
計

　
●
六
郷
・
城
北
・
稲
田
財
産
区
特
別
会
計

市道　鹿北町麻生市木線

農道　菊鹿町下組地区

市民医療センター小児科診察室

9月9日市民交流センターでの市民公開講座

【
そ
の
他
の
審
議
事
項
】

　
●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計



　
市
長

　非
違
行
為
の
事
実
関
係

を
確
定
さ
せ
る
た
め
、
検

察
庁
の
起
訴
事
実
の
内
容

及
び
裁
判
所
の
処
分
決
定

を
待
っ
て
か
ら
処
分
を
行

っ
た
た
め
、
事
故
発
生
後
、

６
か
月
以
上
の
期
間
を
過

ぎ
た
後
に
事
案
概
要
と
処

分
の
公
表
と
な
っ
た
。
今

後
は
、
懲
戒
処
分
に
当
た

る
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、

処
分
内
容
を
公
表
す
る
前

に
事
案
概
要
に
つ
い
て
速

や
か
に
公
表
し
て
い
き
た

い
。

　
本
年
1
月
2
日
、
市
職

員
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
が
発
生
、
7
月
24

日
に
懲
戒
処
分
、
そ
の
後

に
事
故
の
事
実
と
処
分
の

公
表
が
あ
っ
た
。
も
と
も

と
警
察
の
刑
事
処
分
と
行

政
処
分
と
し
て
の
懲
戒
処

分
は
基
本
的
に
は
別
物
で
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
行
わ
れ

る
も
の
。
特
に
、
今
回
は

単
な
る
飲
酒
運
転
で
は
な

く
、
2
件
の
事
故
に
逃
走

ま
で
し
て
い
る
と
い
う
、

極
め
て
悪
質
で
か
つ
社
会

的
影
響
が
大
き
い
案
件
で

あ
る
。
当
該
職
員
に
対
し

処
分
決
定
ま
で
給
与
が
支

給
さ
れ
て
お
り
、
市
民
感

情
を
考
慮
し
て
も
速
や
か

な
処
分
の
判
断
が
必
要
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今

回
の
一
連
の
対
応
へ
の
考

飲酒運転職員の公表、処分決定が遅いのでは
懲戒処分事案概要について速やかな公表に努める

72023.11

その他の質問

・協定締結企業の山鹿市進出辞退につ
　いて
・ハラスメントの実態について（ハラ
　スメントと疑わしき案件の再調査を）

永田 壮拡　議員
ながた　たけひろ

（鹿政不動会）

9/13
開催 総
務
文
教
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

消
防
署
東
分
署
完
成
間
近

　
令
和
４
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
東
分
署
の
工
事
が
ほ
ぼ
完
了

し
ま
し
た
の
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
最
新
設
備
を
備
え
東
部
地
区

（
菊
鹿
町
・
鹿
本
町
）
の
消
防
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
審
議
事
項
】

　
●
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
一
部
改
正

　
●
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

　
●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る
請
願

◎
冨
丸
洋
一
郎
　〇
原
　
　芳
郎

　永
田
　紘
二
　
　有
働
　辰
喜
　
　古
川
　和
博
　
　高
橋
　龍
一

《
主
な
配
置
》

　
　
職
員
…
…
…
11
名

　
　
消
防
車
…
…
1
台

　
　
救
急
車
…
…
1
台

　
　
広
報
車
…
…
1
台

消防署東分署

え
、
今
後
の
処
分
判
断
の

時
期
と
公
表
の
あ
り
方
に

つ
い
て
問
う
。
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農
林
部
長

　こ
れ
ま
で
も
対
策
を
講

じ
て
き
た
が
、
定
期
的
な

見
回
り
や
適
正
な
設
置
方

法
の
徹
底
を
行
う
。

　ま
た「
生
息
環
境
整
備
」

な
ど
の
啓
発
活
動
を
図
る
。

令
和
4
年
度
の
イ
ノ
シ
シ

捕
獲
実
績
は
2
4
0
1
頭

で
あ
っ
た
が
、
猟
友
会
山

鹿
支
部
の
高
齢
化
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
新
会
員

獲
得
の
た
め
「
狩
猟
免
許

取
得
」
へ
の
支
援
を
引
き

続
き
行
う
。

　
先
日
、
菊
鹿
町
行
政
区

民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

会
を
し
、
里
山
（
過
疎

地
）
を
取
り
巻
く
状
況
に

つ
い
て
の
意
見
を
頂
戴
し

た
。
ま
と
め
る
と
、
3
つ

（
鳥
獣
対
策
・
耕
作
放
棄

地
対
策
・
空
き
家
対
策
）

で
あ
る
。
今
回
は
鳥
獣

（
イ
ノ
シ
シ
）
対
策
の
こ

れ
ま
で
の
実
績
と
課
題
を

伺
う
。

鳥獣（イノシシ）対策の現状と課題は
定期的な見回りや狩猟免許所得の支援図る

　
教
育
部
長

　①
認
知
し
て
い
な
か
っ

た
。　②

新
た
な
種
目
と
し
て

捉
え
て
い
る
。

　③
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
本
市
の
競
技
人
口
が

ふ
え
、
そ
れ
ら
の
方
々
で

組
織
さ
れ
る
団
体
な
ど
と
、

求
め
ら
れ
る
施
設
の
内

容
・
規
模
、
場
所
、
管
理

の
方
法
及
び
使
用
に
関
す

る
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
が
で
き
る
環
境

が
整
っ
た
上
で
、
具
体
的

な
相
談
や
要
望
を
受
け
な

が
ら
、
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
考
え
る
。

　
①
山
鹿
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
協
会
Ｆ
Ｌ
Ｙ
Ｉ
Ｄ
が
発

足
し
た
こ
と
に
つ
い
て
認

知
を
伺
う
。

　
②
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

に
お
け
る
「
新
た
な
種

目
」
と
し
て
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
競
技
は
認
識
さ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

　
③
計
画
に
お
い
て
「
多

種
多
様
な
競
技
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
」
と
あ
る

が
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

スケートボード競技の認識と環境づくりは
スポーツ競技としての必要性により判断する

その他の質問

その他の質問

・公文書の保管状況と今後について
　＜公文書を守る視点＞
・一点突破の特用林産物（メンマ・竹堆肥）
　について＜特用林産物を創り出す視点＞

イノシシの侵入防止の電気柵（鹿北町）

・水道事業について

山鹿スケートボード協会 FLYID が主催する
スケートボードスクールの風景

過去の議会でも質問
R3年9月 勢田 昭一　議員

せいだ　しょういち

深牧 大助　議員
ふかまき　だいすけ

（鹿政不動会）
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　市
長

　
生
活
保
護
世
帯
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
、
申
請
が
あ

っ
た
世
帯
に
は
全
て
設
置

し
て
お
り
、
未
設
置
の
世

帯
に
は
設
置
を
促
し
て
い

る
。
低
所
得
者
の
方
へ
の

補
助
は
考
え
て
い
な
い
が

様
々
な
問
題
が
想
定
さ
れ

る
の
で
、
生
活
自
立
相
談

窓
口
で
対
応
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

涼
み
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
は

国
か
ら
示
さ
れ
る
手
引
き

を
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い

く
。
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
市
内
の
小

中
学
生
は
着
用
し
て
い
る
。

全
て
の
自
転
車
使
用
者
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
当
た

り
前
に
な
る
よ
う
周
知
し

て
い
く
。

　観
測
史
上
最
高
の
異
常

高
温
が
今
後
も
続
く
と
さ

れ
る
中
、
命
を
守
る
取
組

み
、
熱
中
症
対
策
と
し
て

生
活
保
護
世
帯
・
低
所
得

者
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
補
助
。
公
共
施
設
な
ど

に
涼
み
ど
こ
ろ
（
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
設

置
。
死
亡
者
を
減
ら
す
た

め
に
は
着
用
が
決
定
的
と

さ
れ
る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
普
及
・
補
助
の
3

点
に
つ
い
て
取
組
め
な
い

か
伺
う
。

市民のいのちを守る取組みを
指定暑熱退避施設の手引きを研究していく

　教
育
部
長

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
等

の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、

現
在
は
各
施
設
の
窓
口
に

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

し
て
い
る
が
、
現
状
と
し

て
は
、
電
話
に
よ
る
空
き

状
況
や
料
金
の
支
払
い
方

法
な
ど
確
認
の
う
え
仮
予

　公
共
施
設
（
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
、
八
千
代
座
、

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
地
区
公
民
館
）

の
予
約
方
法
及
び
予
約

（
申
請
）
件
数
、
並
び
に

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
対
す
る
考
え
に

つ
い
て
問
う
。

公共施設の予約方法と予約システムの導入を
予約システムは令和７年４月の開始を目指す

その他の質問

その他の質問

芋生 よしや　議員
いもう

（日本共産党）

・国道325号バイパス道路工事に
　伴う移転地の農振除外について

・Wi-Fiの整備状況について
・移住・定住の促進について
・帯状疱疹ワクチン接種の助成について

北原　昭三　議員
きたはら　しょうぞう

（公明党）

避暑施設「クーリングシェルター」
阿賀野市のポスター

約
を
し
、
後
日
、
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

４
年
度
の
予
約
件
数
は
、

合
わ
せ
て
9
千
9
3
件
と

な
っ
て
い
る
。
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
と
熊
本
市
が
共
同

運
用
す
る
現
行
の
シ
ス
テ

ム
が
令
和
７
年
３
月
末
で

契
約
終
了
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
共
同
運

用
の
更
新
（
令
和
７
年
４

月
）
に
合
わ
せ
て
参
入
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
現
行
の
窓
口
申

請
も
併
用
す
る
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
請

が
不
得
手
な
方
へ
の
配
慮

も
検
討
し
て
い
く
。

市民交流センター
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　①
総
務
部
長

　②
農
林
部
長

　①
令
和
３
年
度
決
算
に

基
づ
く
数
値
を
も
と
に
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
総
務
省

が
公
表
し
て
い
る
令
和
3

年
度
自
主
財
源
の
額
は
80

　①
山
鹿
市
の
自
主
財
源

は
県
内
市
町
村
で
の
位
置

付
け
は
。
併
せ
て
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

も
伺
う
。

　②
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
づ

く
り
支
援
事
業
を
活
用
し

た
い
と
申
し
出
た
人
数
と

採
用
さ
れ
た
人
数
を
伺
う
。

山鹿市農業の将来に向けての方向性は
山鹿市独自の支援、地元農産物のブランド化を進める

その他の質問

億
7
8
9
万
9
千
円
で
あ

り
、
県
内
45
市
町
村
中
、

12
番
目
で
自
主
財
源
比
率

は
24
・
2
％
、
県
内
45
市

町
村
中
、
29
番
で
あ
る
。

ま
た
、
令
和
4
年
度
の
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
受
入

額
は
2
億
4
千
8
6
6
万

2
千
円
で
、
県
内
45
市
町

村
中
28
番
目
で
あ
る
。

　②
申
請
状
況
に
つ
い
て
、

相
談
件
数
8
件
、
う
ち
申

請
ま
で
至
っ
て
い
る
方
は

1
名
、
今
後
申
請
さ
れ
る

見
込
み
の
方
が
4
名
、
施

行
日
以
前
に
就
農
さ
れ
て

い
る
方
が
3
名
と
な
っ
て

い
る
。

・スポーツ文化環境の整備
・地域公共交通
・区役の負担軽減策
・障がい者の就労支援

区役の状況

原　芳郎　議員
はら　　よしろう

（れいわ創造）

ころう君と学ぶ！　「議会用語の基礎知識」

「繰越明許費」ってなんだコロ～？「繰越明許費」ってなんだコロ～？「繰越明許費」ってなんだコロ～？
ころう君：予定していた買い者があったんだけど、また今度にしていいコロ～？
チヨマツ：どうして、また今度にしたいの？
ころう君：それがね、来年まで待てば、もっと性能がいいものが入るそう
　　　　　なんだコロ！

議案第81号一般会計補正予算 繰越明許費

＊繰越明許費とは、歳出予算のうち、何らかの事情で、その年度に支出が終わらない見込みが

　ある場合、議会の議決を得て次年度に限り予算を繰り越して支出できるものです。

消防費に消防積載車2台分11,809,000円を予算
化しているが、近々モデルチェンジが行われる
ことがわかり、次年度に繰り越すこととなった。

消防積載車は

 9 月議会で繰越が承認

されたコロ～♪

くり こし めい きょ  ひ



議案第78号
議案第79号
議案第80号
議案第81号
議案第82号
議案第83号
認定第 1 号
認定第 2 号
認定第 3 号
認定第 4 号
認定第 5 号
認定第 6 号
認定第 7 号
認定第 8 号
認定第 9 号
認定第10号
認定第11号
陳情第 1 号

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
不採択

議案等番号 案　　　　　　　　　　　　件 結　果

令和5年（第3回）9月定例会における審議結果表

山鹿市長等の給与の特例に関する条例
山鹿市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
山鹿市火災予防条例の一部を改正する条例
令和５年度山鹿市一般会計補正予算（第３号）
令和５年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和５年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度山鹿市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度山鹿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度山鹿市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度山鹿市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和４年度山鹿市水道事業会計決算の認定について
令和４年度山鹿市病院事業会計決算の認定について
令和４年度山鹿市下水道事業会計決算の認定について
インボイス制度の実施延期を求める意見書を政府に送付することを求める請願書

112023.11

賛　否　表 ○は賛成　●は反対　欠は欠席　（議長は採決には加わりません）

議　　員

議席番号

議案第78号
議案第79号
議案第80号
議案第81号
議案第82号
認定第 1 号
認定第 2 号
認定第 3 号
認定第 4 号
認定第 5 号
認定第 6 号
認定第 7 号
認定第 8 号
認定第 9 号
認定第10号
認定第11号
陳情第 1 号

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● ● ●

永
田
　紘
二

北
原
　昭
三

冨
丸
洋
一
郎

有
働
　辰
喜

勢
田
　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　榮
二

松
見
　真
一

金
光
　一
誠

古
川
　和
博

山
下
　誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　龍
一

隈
部
　賢
治

原
　
　芳
郎

深
牧
　大
助

永
田
　壮
拡

関
口
　和
良

201918161514131110987654321



　今
年
度
の
9
月
議
会
も
終
了
し
、
広
報

広
聴
委
員
会
で
は
担
当
委
員
ご
と
に
誌
面

割
を
行
い
、
慣
れ
な
い
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　前
回
発
行
し
た
議
会
だ
よ
り
39
号
に
関

し
て
、
市
民
の
方
か
ら
ご
意
見
の
は
が
き

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
広
報
広
聴
委
員

会
の
み
な
さ
ん
の
工
夫
や
努
力
が
十
分
発

揮
さ
れ
、
大
変
読
み
や
す
く
な
り
ま
し

た
」
と
い
う
励
ま
し
の
お
言
葉
や
「
省
略

し
す
ぎ
で
は
？
」
と
の
ご
指
摘
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　担
当
委
員
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
励

ま
し
や
ご
指
摘
を
い
た
だ
く
と
大
変
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
様

か
ら
ぜ
ひ
と
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　広
報
広
聴
委
員
会

　松
見

　真
一

山
鹿
市
議
会
事
務
局

〒
861-0592　

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987-3

電
話
 0968-43-1634

山
鹿
市
議
会
だ
よ
り
 vo
l.4
0

議会の主な動き
11日
12日
18日
19日

20日
25日
26日
28日
31日

1日
3日
4日
8日
16日
21日
22日
23日
29日

31日

5日
6日
7日
11日
12日
13日
15日

20日
21日

27日
28日

29日

（火）
（水）
（火）
（水）

（木）
（火）
（水）
（金）
（月）

（火）
（木）
（金）
（火）
（水）
（月）
（火）
（水）
（火）

（木）

（火）
（水）
（木）
（月）
（火）
（水）
（金）

（水）
（木）

（水）
（木）

（金）

建設経済常任委員会事業説明会
市民福祉常任委員会事業説明会
百歳到達者表敬訪問
議会運営委員会
全員協議会
広報広聴委員会
宮古島市友好都市提携締結式（～22日）
市民福祉常任委員会行政視察（～27日）
国道3号植木バイパス（1工区）早期実現期成会
広報広聴委員会
百歳到達者表敬訪問

市民福祉常任委員会事業説明会
国道3号植木バイパス建設促進期成会要望活動
熊本県北市議会連絡協議会
日本遺産４市町合同議員研修
大宮神社例大祭献幣の儀
国道3号植木バイパス建設促進期成会要望活動
議会運営委員会
熊本県知事への要望活動
9月定例会開会・全員協議会
広報広聴委員会
令和4年度熊本県後期高齢者医療広域連合決算審査
熊本・阿蘇幹線道路整備促進期成会通常総会
百歳到達者表敬訪問

質疑・一般質問
質疑・一般質問・委員会付託
予算決算常任委員会
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
予算決算常任委員会
広報広聴委員会
議会運営委員会
9月定例会閉会・全員協議会
広報広聴委員会
市内最高齢者表敬訪問
国道3号植木バイパス
（1工区）早期実現期成会
百歳到達者表敬訪問

編

集

後

記

7
月

8
月

9
月

広
報
広
聴
委
員

　
　
　芋
生
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し
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　高
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　龍
一

　
　
　松
見

　真
一
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川
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博
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下

　誠
治

　
　
　関
口

　和
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お詫びと訂正
　第39号シチズンシップ特集で大道小学
校の写真が間違っておりました。
　お詫びして改めて写真を掲載します。
　なお、シチズンシップ教育には全議員
が参加しております。

大道小学校

議会活動に活用するためにのぼりを作成しました。


